
 

東日本大震災における活動

徳島県テック

平成２３年３月１１日１４時４６分，宮城県牡鹿半島の東南東１３０ｋｍを震源とする「平成２３年東
北地方太平洋沖地震」が発生しました。地震の規模はマグニチュード９．０と日本観測史上最大となり，

宮城県栗原市築館では最大震度７を観測し，東北から関東にかけた広い範囲で震度６弱以上の強い揺れが

観測されました。この地震により大規模な津波が発生し，宮城県，岩手県，福島県などの沿岸部に甚大な
被害をもたらしました。（徳島県でも阿南市で床上浸水1件，床下浸水３件が発生しました。）

この未曾有の大規模災害「東日本大震災」を受け，徳島県は関西広域連合の一員として，兵庫県・鳥取
県とともに宮城県を支援することとなり，平成２１年３月に発足した「徳島県緊急災害対策派遣チーム

（ＴＥＣー徳島）」を初めて被災地に派遣し，平成２３年４月から令和２年３月までの約９年間にわたり，

延べ９１名の技術職員が災害復興支援活動等を行ってきました。この「東日本大震災」における「ＴＥ
Ｃー徳島」の宮城県での支援活動を紹介します。

県内や他の都道府県で発生する地震や風水害など

の大規模災害発生時に，県土整備部の技術職員がも

つ専門的な知識を活用し，緊急調査や災害応急対策

活動の技術的な支援を速やかに行うことを目的とし

たチームで，平成２１年３月に発足しました。平成

２３年５月には農林水産部の職員を加え，全庁的な

技術力を結集した組織へと強化しました。

東日本大震災以降，Ｈ２３紀伊半島大水害，Ｈ２

５台風１８号（京都府・滋賀県），Ｈ２８熊本地震，

Ｈ２８鳥取県中部地震，Ｈ２９年７月九州北部豪雨，

Ｈ３０大阪府北部地震，Ｈ３０年７月豪雨（三好

市・愛媛県），Ｒ元年台風１９号（栃木県），Ｒ２

年７月豪雨（熊本県）にそれぞれ技術職員を派遣し

ています。

（令和２年１２月現在，これまでに延べ２２９名を

各地に派遣しています）

現地調査状況（気仙沼市） 現地調査状況（気仙沼市） 現地調査状況（南三陸町）

活動期間：平成２３年４月５日(火)～４月８日(金) ／ 派遣人数：２名

分野 派遣先 派遣人数

 東日本大震災（H23.3.11発生）

先遣隊 県土 宮城県 2 平成23年04月05日 ～ 平成23年04月08日

農林 宮城県 3 平成23年04月05日 ～ 平成23年04月08日

仮設住宅支援 県土 宮城県 1 平成23年04月18日 ～ 平成23年05月16日

先遣隊(農地・農業用施設復旧) 農林 宮城県 2 平成23年05月12日 ～ 平成23年05月14日

災害復興支援

第１陣 県土 宮城県 4 平成23年05月10日 ～ 平成23年06月03日

第２陣 県土 宮城県 3 平成23年06月01日 ～ 平成23年08月31日

県土 宮城県 3 平成23年06月01日 ～ 平成23年09月30日

第３陣 県土 宮城県 1 平成23年07月01日 ～ 平成23年09月30日

第４陣 県土 宮城県 3 平成23年09月01日 ～ 平成23年11月30日

農林 宮城県 2 平成23年09月01日 ～ 平成23年10月31日

農林 宮城県 2 平成23年09月01日 ～ 平成23年11月30日

第５陣 県土 宮城県 3 平成23年10月01日 ～ 平成23年12月31日

第６陣 農林 宮城県 2 平成23年11月01日 ～ 平成23年12月31日

第７陣 県土 宮城県 2 平成23年12月01日 ～ 平成24年03月31日

農林 宮城県 2 平成23年12月01日 ～ 平成24年02月29日

第８陣 県土 宮城県 3 平成24年01月01日 ～ 平成24年03月31日

農林 宮城県 2 平成24年01月01日 ～ 平成24年02月29日

第９陣 県土 宮城県 4 平成24年04月01日 ～ 平成25年03月31日

農林 宮城県 2 平成24年04月01日 ～ 平成25年03月31日

第１０陣 県土 宮城県 4 平成25年04月01日 ～ 平成26年03月31日

農林 宮城県 3 平成25年04月01日 ～ 平成26年03月31日

第１１陣 県土 宮城県 4 平成26年04月01日 ～ 平成27年03月31日

農林 宮城県 3 平成26年04月01日 ～ 平成27年03月31日

第１２陣 県土 宮城県 4 平成27年04月01日 ～ 平成28年03月31日

農林 宮城県 2 平成27年04月01日 ～ 平成28年03月31日

農林 宮城県 1 平成27年04月01日 ～ 平成27年07月17日

農林 宮城県 1 平成27年07月01日 ～ 平成28年03月31日

第１３陣 県土 宮城県 4 平成28年04月01日 ～ 平成29年03月31日

農林 宮城県 3 平成28年04月01日 ～ 平成29年03月31日

第１４陣 県土 宮城県 4 平成29年04月01日 ～ 平成30年03月31日

農林 宮城県 2 平成29年04月01日 ～ 平成30年03月31日

農林 宮城県 1 平成29年04月02日 ～ 平成30年03月31日

第１５陣 県土 宮城県 4 平成30年04月01日 ～ 平成31年03月31日

農林 宮城県 2 平成30年04月01日 ～ 平成31年03月31日

第１６陣 県土 宮城県 2 平成31年04月01日 ～ 令和2年03月31日

農林 宮城県 1 平成31年04月01日 ～ 令和2年03月31日

91 人

派　遣　目　的 派　遣　期　間

派遣延べ人数計

ＴＥＣ－徳島【先遣隊】の活動状況



 

災害復興支援活動の始まり

平成２１年３月に「徳島県緊急災害対策派遣チーム（ＴＥＣ－徳島）」を発足後，初めて災害復興
支援活動として職員を派遣したのが「東日本大震災」でした。地震発生後，平成２３年４月５日より

先遣隊として宮城県に技術職員を派遣して以来，令和２年３月３１日までの約９年間にわたり，継続

して災害復興支援活動を行ってきました。
現地調査が主な業務となった先遣隊の派遣後，「ＴＥＣ－徳島」における災害復興支援活動の初陣

となった「東日本大震災」災害復興支援【第１陣】の活動状況について概要を紹介します。

ＴＥＣ－徳島【第１陣】の活動状況

派遣期間：平成２３年５月９日(月)～６月３日(金) ／ 派遣人数：４名

壮行会（徳島県庁前）

第１陣の４名は，宮城県東部土木事務所登米地域事務所に配属され，気仙沼市(旧本吉町)の県及び市管理施設の災害復旧を担当しました。

前半は津波浸水区域内外の市道の被災調査，後半は津波浸水区域内の河川の被災調査等を実施しました。

また，第１陣は徳島県から公用車２台に分乗して支援活動に就いていたため，津波により公用車不足だった宮城県にとても喜ばれました。

登米地域事務所災害復旧業務支援体制 支援活動状況

被災状況調査（市道） 被災状況調査（市道）被災状況調査（市道）

被災状況調査（外尾川）被災状況調査（津谷川）被災状況調査（蕨野川）

災害復興支援活動は，第１陣の被災状況調査に始まり，災害復旧工法の検討・設計，災害復旧工事
の発注・施工へと時間の経過とともに変わっていきます。次に，「ＴＥＣ－徳島」が被災地において

担当した災害復旧事業について紹介します。

総括次長総括次長

気仙沼土木所長 東部土木所長

気仙沼土木・東部土木事務所管内災害復旧業務支援体制（H23.5.10現在）

本吉地区支援チーム　17名
(北部土木・栗原土木・栗原ダム連合)

南三陸・東部地区市町支援チーム　10名
(登米土木・大崎ダム連合)

南三陸・東部地区市町支援チーム　26名
(登米土木)

登米土木チーム

道路管理班　　5名

道路建設班　　5名

河川砂防班　　06名

長沼ダム班　　10名

気仙沼土木(南三陸地区)・東部土木(北上・河北地区)管理の
国県道・河川・海岸災害復旧

気仙沼土木(本吉地区)管理の国県道・河川・海岸災害復旧

気仙沼市(旧本吉町)管理の市道・河川災害復旧

南三陸町・石巻市(北上・河北地区)管理の市道・河川・公園
災害復旧

(登米土木管理の国県道・河川災害復旧)(一部)

大崎ダム　　 1名 北海道　　　 5名

応援チーム

徳島県　　　 4名

北部土木チーム

北部土木　　 6名 栗原土木　　 4名 建設センター 2名

気仙沼土木(南三陸地区)・東部土木(北上・河北地区)管理の
国県道・河川災害復旧(一部)

栗原ダム　　 1名

登米土木チーム 応援チーム

登米土木　　 1名 建設センター 2名

栗原土木チーム



 

伊里前地区（南三陸町）

位置図

南三陸町歌津（伊里前地区）の被災前 南三陸町歌津（伊里前地区）の被災後

工事進捗状況

本吉郡南三陸町歌津(伊里前地区)

平成27年10月

平成28年4月

平成28年7月

平成29年11月

平成31年2月

【伊里前川】宮城県本吉郡南三陸町歌津字伊里前地区

二級河川伊里前川は，宮城県本吉郡南三陸町歌津の神業堂山から伊里前

市街を経て伊里前湾に注ぐ，延長7.8ｋｍ（流域面積17.6km2）の二級河川

です。

伊里前地区は，自然が豊かで川を中心に市街地が広がる町でしたが，東

日本大震災により２０ｍを超す大津波が襲来し，伊里前市街地は甚大な被

害を受け，死者・行方不明者は歌津地区全体で１１４名に及びました。伊

里前地区住民の多くは高台移転による生活再建を行っています。

伊里前川の河川災害復旧計画は平成２５年１２月に決定し，平成２７年

１０月に河川災害復旧工事に着手しました。

徳島県は，平成２６年度から伊里前川の災害復旧事業を担当し，関係機

関と調整を図りながら築堤・護岸工事を実施してきました。

平成２３年 ３月～ 災害復旧計画の検討

平成２５年１２月 災害復旧計画の決定

平成２７年 ８月～ 用地交渉着手

平成２７年１０月～ 災害復旧工事着手

被災前 被災後

い さ と ま え



 

伊里前地区（南三陸町）

関係機関調整会議 工事施工者調整会議

地元説明会 施工業者・地元関係者との打合せ・現場立会

南三陸町歌津伊里前地区 復興計画

伊里前地区の他事業と調整 国道45号 迂回道路計画

い さ と ま え



 

南三陸町歌津伊里前地区 まちの移り変わり

伊里前地区（南三陸町）

工事中(H27.6）

被災後（H23.3）

工事中(H29.3）

被災後（H27.6）

工事中(H31.2）

被災後（H31.2） 被災後（H31.2）

被災前

被災後（H23.10）

被災前

平成14年に伊里前川にワモンアザラシが現れ，「ウタちゃん」と名付けられ，

伊里前川の護岸には，小学生達によって「ウタちゃん」の絵が描かれました。

歌津伊里前地区は，津波によって大きな被害が受けましたが，

小学生達が描いた「ウタちゃん」の絵は奇跡的に残りました。

河川工事により護岸は取り壊されることになりましたが，小学生達が描いた絵は

地元の要望を受け，その一部が商業施設「ハマーレ歌津」に飾られています。

い さ と ま え



 

南三陸町戸倉（折立地区）の被災前

折立地区（南三陸町）

位置図

南三陸町戸倉（折立地区）の被災後

工事進捗状況

本吉郡南三陸町戸倉字折立（折立地区）

【折立川】宮城県本吉郡南三陸町戸倉字折立地区

二級河川折立川は，宮城県本吉郡南三陸町と登米市津山町境の横山峠

に源を発し，折立市街を経て志津川湾に注ぐ，延長3.7ｋｍ（流域面積

15.0km2）の二級河川です。

折立地区は，自然が豊かで川を中心に市街地が広がる町でしたが，東

日本大震災により２５ｍを超す大津波が襲来し，甚大な被害を受けまし

た。折立地区住民の多くは高台移転による生活再建を行っています。

折立川の河川災害復旧計画は，平成２５年１２月に決定し，平成２６

年１０月に災害復旧工事に着手しました。

徳島県は，平成２８年度から折立川の災害復旧事業を担当しており，

関係機関と調整を図りながら築堤・護岸工事を実施してきました。

平成２３年 ３月～ 災害復旧計画の検討

平成２５年１２月 災害復旧計画の決定

平成２６年 ８月～ 用地交渉着手

平成２６年１０月～ 災害復旧工事着手

被災前

平成26年10月

被災後

平成29年7月

平成28年4月 平成30年4月

平成31年１月

お り た て



 

折立地区（南三陸町）

関係機関調整会議 工事施工者定例施工会議

地元説明会・環境（学識経験者）の立会 施工業者現場立会

南三陸町戸倉 折立地区

お り た て


